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2 状況写真は別途整理する。
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ヒノキさし木苗と実生苗の林地植栽後の生長過程と

材質の比較検討

昭和57年 3月 設定したヒノキさし木苗植栽面積 1 00ho本 数 3,100本 内試験地調査木さし木苗 ,

生苗共に 100本の調査経過は,表 -1の とおりである。
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